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涼感エレガンス。
涼しげこそ優雅さのきわみ、
シンフリスティックな夏の炎呪ですも
＜ベニヤ＞サマーコレクションー
陽ざしに負けないカラーバランス、
それぞれの感性をきわだてる
エレガンスな開放感を
色あざやかにとらえました。

本店神戸市中央区三宮センター1 丁目ニューセンター1 Ｆ･ 2 Ｆ壷3 3 2 - 2 1 3 5

、

三誼
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やっぱり､ 女らしいひとが勝ちみたい。
Ｌ
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B A S I L E の紳士物もご覧ください。
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淡谷のり子石井好子
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声
『

親
獅
子
装
助

子
獅
子
八
十
肋

伊
賀
越
道
中
双
六
沼
津

連
獅
子

十
兵
衛
吉
右
衛
門

お
米
児
太
郎
（
又
は
時
蔵
）

平
作
延
若

本
朝
廿
四
孝

お
目
見
得
口
上

八
重
垣
姫
時
蔵
（
又
は
児
太
郎
）

－~ 死毒 ~ 酉＝ 寺春1出演者Ｉ
や二

着
釦
公
演

30 0 0 円2 0 0 0 円( 学生1 5 0 0 円) 全指定席
く入場料〉4 5 0 0 円4 0 0 0 円

中原美紗緒戸川昌子
堀郁子堀内環

中村吉右衛門実川延若

９月2 1 日㈲, 2 2 日出
ミュージカル･ アカデミー 両日とも昼の部１２時夜の部５時
【演奏】結城久カルテット
【司会】こうのおさむ

､塾､合せ/神戸市婦人文化協会( 2 5 1 - 4 7 2 4 )神戸文化ホール( 3 5 1 - 3 5 3 5）

駕蕊ろ神戸飢亦-皿。（大ホール） ９月2 2 日出夜の部は「お目見得口上」の代わりに
｢ 楼門五三桐，を上演いたします。

弓神戸刺にﾎ ｰ '・（大ホール）入場料／Ｓ￥4 5 0 0 Ａ￥3 8 0 0 Ｂ￥3 0 0 0 ﾛ 男

」お問いあわせ／神戸文化ホール事業課3 5 1 - 3 5 3 5
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今 氏 如 専 Ｓ こ ｕ で 唾 畔 旧可

蔚 緋 》 ① ｓ ｖ 含 ｑ ｌ 餅 筋 嘆 ぺ …

、 、 斥 如 客 Ｓ 一 」 ｕ で 電 畔 い 』

蔚 緋 》 ① ｓ ｖ 含 ｑ ｌ 齢 筋 受 ぺ ： ．

』

〆

儲 瓶 函 潮

齢 善 毒 之 シ 雪 ロ ヘ ・ 香 寺 画 手 当 加 勢 申 亭

翠 針 緯 誠 砿 頚 ・ 窒 帯 卦 ・ 幹 Ｙ 守 氏 剥

斗 Ｉ ｕ ｖ 崇 栂 曾 狩 嘩 皿

誰 一 蝋 蛎 、 ⑳ ｒ 十 Ｖ 山 辻 で

三 一 ｚ Ｆ 室 一 一 ｚ 『 、 力 之 滝 三 ｏ ｚ 万 Ｆ ○ ○ ＄ 一 劃 。

惹 訓 計 升 沿 同 涼 瞳 舜 切 『 皿 一 ‐ 哀 働 》 痛 罵 》 一 ぢ ぽ
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エ全 F - Ｆ

全4＝４Ｖｇ⑨，

【
・
神
戸
っ
子
桝
】

負
日
■
■
●
Ｊ
１
Ｌ
３
■
■
■
凸

■ａ

Ｉ ‘ 思
い
っ
き
り
ケ
ー
キ
が
食
べ
た
い
／
・
逢
坂
十
美
需
製
雲
”
疑
う
米
田
定
蔵

甲
子
園
浜
か
ら
吹
き
あ
げ
る
夏
風
の
中
に
立
つ
一
人
の
少
女
。
そ
の
足
元
に
は
無
数
の
ス
パ
イ
ク
の
跡
…
夕
日
の
落
ち
は
じ
め
た
グ
ラ

ン
ド
で
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
に
足
を
か
け
、
今
、
時
間
へ
の
挑
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
公
認
記
録
は
、
川
メ
ー
ト
ル
ー

ｎ
秒
肌
（
電
光
掲
示
）
、
川
メ
ー
ト
ル
ー
型
秒
馳
（
電
光
掲
示
）
で
、
現
在
、
Ⅲ
メ
ー
ト
ル
、
川
メ
ー
ト
ル
の
兵
庫
県
記
録
保
持
者
で
あ
り

川
メ
ー
ト
ル
で
は
、
全
日
本
第
３
位
の
実
力
保
持
者
。
こ
れ
が
、
女
子
陸
上
競
技
の
ホ
ー
プ
・
逢
坂
十
美
の
横
顔
で
あ
る
。

小
学
生
時
代
か
ら
走
る
の
が
大
好
き
で
、
中
学
入
学
と
同
時
に
陸
上
部
に
入
部
。
今
春
、
武
庫
川
女
子
大
学
（
教
育
学
科
体
育
専
攻
）

を
卒
業
す
る
ま
で
ず
っ
と
短
距
離
を
。
大
学
２
年
の
と
き
の
ロ
ー
マ
へ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
西
ド
イ
ツ
や
ク
ゥ
ェ
ー
ト
ヘ
の

海
外
遠
征
も
体
験
。
外
国
選
手
と
走
っ
て
、
彼
女
ら
の
集
中
力
の
凄
さ
、
後
半
の
ね
ば
り
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
。
「
ま
だ
ま
だ

厳
し
さ
が
足
り
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
甘
え
て
い
る
ん
で
す
」
と
な
か
な
か
自
己
採
点
も
き
び
し
い
。

「
不
思
議
に
陸
上
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
む
し
ろ
、
ウ
ェ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
、
大
好
き
な
ケ
ー
キ
が
思

う
存
分
食
べ
ら
れ
な
い
の
が
辛
い
ん
で
す
（
笑
）
」
と
話
す
彼
女
は
、
編
物
や
お
菓
子
づ
く
り
の
好
き
な
、
ご
く
普
通
の
女
の
子
。

納
得
の
い
く
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
、
ｎ
秒
沼
と
い
う
日
本
記
録
を
目
ざ
し
て
、
今
日
も
浜
グ
ラ
ン
ド
で
の
練
習
が
続
く
…

-割鍾議一 神■凸＝窄囲

、
公
江
記
念
総
合
グ
気

』
拶
騰
ｙ

“
ド
で
）

つ

幸一可

呈匡

字

（
武
庫
川
女
子
大
呼
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科のカミツレ、ベニバナ、セリ科のミン

／ 、

の草花のなかの成分を含んだ、蒸気の低温サ

Ｒ
か

す
る
ん
で
す
ね
。
獄
爾
鐘
捗

お
ふ
ろ
に
蟻
っ
た
り
、

サ
ウ
ナ
に
力
簿
た
り
、

草
頑
花
淡

農会
員書易裾

識唾
ﾛ軍

蕊藤

津
亥 ､ - ブ( 薬草) サウナ

１
－

1 9 0 0 円のサウナコースが
半額の9 5 0 円に－。
ご優待期間７月1 0日(火)～８月2 0日（月）

（土．日曜は除く）
●高校生､ 短大､ 大学生に限りま爽
必壷学生証をご提示ください。

ト････こ
ウナ。肌

サウナとエスナテイック

神戸l/ﾗﾂｲｽｻｳﾅ

を、からだを、気持ちよくリフレッシュ｡

■ハーブ( 薬草) バス
趨国国電哩璽画画趣国電
ことしもＥ
夏休み学生半額サウナ面

ハーブがとけこんだ全身浴で､ 気分はリラックス。イラ
イラを鎮めたり、血行をよくする効果があります。。

△
古
Ｔ
ａ
Ｈ
Ｑ
嗣
鯛
蝉
諏
湖
型
百
日
雪
■
＆
■

、 サウナコース1 9 0 0 円ｻ ｳ ﾅ ･ ﾊ ｰ ブ( 薬草) サウナ･ 冷水超音波バス･温水パｲ ブﾗ パｽ ･ ﾊ ｰ ブ( 薬草) バス･ ﾏ ｯ ｻ ｰ ジｼ ｬ ﾜ ｰ

神戸三宮･ 生田新道ﾜ ｼ ﾝ ﾄ ﾝ ﾎ ﾃ ﾙ 向かい
TELO78-321-4742.4741

営業時間朝1 0 時～夜３時年中無休

ノ
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画酌

再
噛
神
戸
っ
子
別
〕

南
仏
の
空
を
想
わ
せ
る
ブ
ル
ー
の
巨
大
な
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
に
赤
、
黄
、
青
、
緑
、
紫
、
金
等
原
色
の
突
起
物
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
様
々
の
形

で
飛
び
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
年
五
月
に
催
さ
れ
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
別
の
テ
ー
マ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
「
都
市
に
新
し
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
酸
素
を
送
り
ま
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
砂
漠
に
落
ち
る
生
命
の
水
を
イ
メ
ー
ジ
に
椿
氏
が
創
っ
た
作
品
。
六
月
一
日
か

ら
八
月
末
ま
で
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
敢
え
て
原
色
を
好
む
。
め
り
は
り
の
効
い
た
、
は
っ
き
り
し
た
色
調

が
却
っ
て
自
然
の
中
で
は
人
々
に
ホ
ッ
と
す
る
安
堵
を
与
え
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
実
感
を
促
す
。
そ
れ
は
自
然
の
大
切
さ
を
も
確
認
す

る
作
業
で
あ
る
。
「
ろ
う
そ
く
だ
っ
て
炎
が
強
く
な
れ
ば
、
早
く
燃
え
尽
き
る
。
地
球
も
同
じ
こ
と
で
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド
で
ど
ん
ど
ん
自

然
を
消
費
し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
破
滅
す
る
。
僕
ら
は
そ
れ
を
少
し
で
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
・
・
…
・
」
口
調
が
熱
っ
ぽ
い
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
を
卒
業
後
、
青
谷
の
松
蔭
女
子
学
院
に
就
職
、
七
年
目
の
神
戸
を
迎
え
る
。
神
戸
は
古
い
モ
ノ
に
固
執
す
る
無
駄

が
な
く
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
可
能
性
が
あ
る
街
だ
と
語
る
。
秋
に
は
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
三
回
目
の
個
展
、
来
年
も
出
展
予
定

が
目
白
押
し
の
売
れ
っ
子
作
家
だ
。
「
大
人
も
子
供
も
自
然
と
対
話
で
き
る
公
園
を
創
る
の
が
目
的
」
昭
和
二
十
八
年
生
ま
れ
。
有
馬
在
住

原
色
と
自
然
の
対
和

椿
昇

ツ

■
』

‘司呂’

つ

子蕊 堀一軍：
ｆ･ ･ ･ 才司

云罰一

劃
き‐雲塁

エロ

６
》

〈
現
代
作
家
〉
カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

■

【
Ｐ

毎
Ｊ

タ
グ
ｒ■

Ｊ画
戸

鶴
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鰹一

●ある集い

神戸女子大学デンマーク体操部

モ
ッ
ト
ー
は
三
か
く
の
バ
ラ
ン
ス

大
学
は
、
受
験
勉
強
の
骨
休
め
の
場
所
で

は
な
い
。
女
子
大
学
は
、
卒
業
証
書
の
自
動

販
売
機
で
は
な
い
。
二
度
と
な
い
人
生
を
思

い
切
り
生
き
る
た
め
に
、
丈
夫
な
ボ
デ
ィ
ー

と
豊
か
な
ハ
ー
ト
と
す
ぐ
れ
た
知
性
を
育
む

た
め
に
誕
生
し
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
デ

ン
マ
ー
ク
体
操
部
で
あ
る
。

記
録
や
メ
ダ
ル
よ
り
も
仲
間
や
健
康
を
大

●
●

切
に
し
て
一
一
一
か
く
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
と
う
ノ
．

と
言
う
の
が
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

●
告

■
ｅ

汗
を
か
く
努
力
、
恥
を
か
く
勇
気
、
そ
し

●
■

て
も
の
を
か
く
思
索
の
バ
ラ
ン
ス
を
体
得
す

る
た
め
に
燃
え
て
い
る
彼
女
達
は
、
観
て
い

る
だ
け
で
も
気
持
ち
が
い
い
。
火
水
木
金
の

お
昼
休
み
と
、
月
木
の
放
課
後
は
軽
快
な
音

楽
と
、
燃
え
る
乙
女
の
歓
声
が
須
磨
離
宮
に

こ
だ
ま
す
る
。

二
重
顎
に
三
段
腹
こ
そ
大
歓
迎

高
校
時
代
ま
で
は
、
運
動
ク
ラ
ブ
の
経
験

が
な
か
っ
た
者
、
体
操
や
陸
上
が
得
意
で
全

国
大
会
で
も
活
躍
し
た
者
な
ど
、
一
六
五
名

の
部
員
が
動
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
ナ
ウ
イ
動

き
を
知
る
こ
と
の
喜
び
、
実
践
す
る
こ
と
の

尊
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
。
二
重
顎
に
三
段
腹

の
初
心
者
も
、
心
は
ワ
イ
ド
に
、
か
ら
だ
は

ス
リ
ム
に
／
，
ア
ハ
ハ
ハ
…
と
動
き
を
楽
し
ん

で
い
る
。

新
入
部
員
五
八
名
。
総
勢
一
六
五
名
の
部
員

は
燃
え
て
い
る
。

そ
れ
で
も
創
部
以
来
三
年
目
の
今
年
一
月

二
十
二
日
に
は
、
神
戸
女
子
大
学
デ
ン
マ
ー

ク
体
操
第
一
回
定
期
発
表
会
を
開
催
し
た
。

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
に
超
満
員
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
て
、
乙
女
達
は
燃
え
ま
し
た
。

そ
し
て
泣
い
た
。
二
、
六
○
○
人
の
皆
様
の

ほ
か
ぞ
の
か
ず
と

外
園
一
人

〈
神
戸
女
子
大
学
攻
嘩
荷
部
教
授
・
蝿
癖
濡
寿
鐸
糾
鐸
〉

今年の神戸まつりにも参加

露I鍔
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,必
一

Ｆ⑮

オレンジ色のユニフォームで揃った部員達

藍

､ 一

露謎'２ ａ且
』訂

L恵
麹 』

琶詞

／ 勤
套
金

再白

鯖
Ｉ
熱
心
静鍾 ②

鼠霞
＃

、

＝

酉

Ｌ

脇
『
堂
＃
蚤
Ｆ
に
、

ｈ

■■Ｐ

８
】

電
睡
《
趣

も ④ 週
垂
識

毎露
臨一Ｊ

蕊
』『

田

Ｊ
９
戸
ご
皇
幸
一

四
■
亘
く
建
却

暖
い
ま
な
ざ
し
と
拍
手
ノ
．
割
れ
る
よ
う
な
拍

手
と
花
束
。
四
国
・
九
州
な
ど
か
ら
か
け
つ

け
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
の
目
に
も

涙
が
溢
れ
て
い
た
。

『
あ
な
た
方
に
最
善
の
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
な
た
方
に
と
っ
て
も
神

戸
女
子
大
学
に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い
礎

を
築
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
』

行
吉
哉
女
学
長
の
励
ま
し
に
、
学
生
達
が
ど

れ
程
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
。
ひ
と
き
わ

●

熱
心
な
松
浦
範
子
先
生
の
共
育
に
ど
れ
だ
け

多
く
の
学
生
が
泣
い
た
こ
と
か
。
斎
山
美
津

子
先
生
の
微
笑
に
救
わ
れ
た
部
員
が
い
か
に

多
か
っ
た
こ
と
か
。

学
生
達
は
、
新
入
部
員
五
八
名
に
も
そ
れ

を
語
り
伝
え
て
い
る
。
知
的
教
育
は
座
学
で

き
る
。
心
の
糧
は
、
共
に
語
り
あ
っ
た
り
、

同
じ
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
真
の
〃
感

激
″
は
、
最
善
を
尽
し
て
汗
を
流
す
こ
と
な

く
し
て
は
味
わ
え
な
い
。

ビ
ッ
グ
に
な
れ
神
戸
っ
子

神
戸
ま
つ
り
粗
に
出
演
し
た
部
員
日
く
、

「
観
ら
れ
て
恥
し
い
間
は
本
物
で
は
な
い
の

で
す
ね
」
す
で
に
社
会
人
の
Ｏ
Ｇ
日
く
「
わ

た
し
は
、
薬
漬
人
間
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

否
そ
の
前
に
明
る
い
お
嫁
さ
ん
に
な
れ
る
よ

う
に
、
一
生
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
を
つ
づ
け
ま

す
」知

的
好
奇
心
に
よ
る
探
求
心
が
学
問
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
持
続
す
る
た
め
に
は
相

当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
女
性
が

子
ど
も
を
産
む
た
め
に
は
、
更
に
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
筈
で
あ
る
。

学
生
達
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
で
き

れ
ば
日
デ
国
際
交
流
の
た
め
に
、
神
戸
女
子

大
学
を
日
本
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
の

メ
ッ
カ
に
し
た
い
。

回
お
問
合
せ
／
神
戸
市
須
磨
区
東
須
磨
青
山
二
’
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
１
７
３
１
１
４
４
１
６

神
一
戸
女
子
大
学
内

守守 白
宙

F

悌
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画 『
皇 ロー ﾛ
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匡
唖
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ｌ
ｉｉ

盛璽

製 哩

零迄
Ｌ

Hｇ

ノ

ｉｌ－

、

Ｉ

わたしとメガネ

｢ メガネは体の－部､ だなあ」

高橋孟く漫画家〉

「この間の神戸まつりでもね、メ
ガネを外していたら、レポーター
も近寄ってこうへん。それどころ
か“けったいなやつやな' , という
目で見られてがっかり…」とおっ
しゃるもうさん。メガネがしっか
りトレードマークになっている。
「昔は僕のメガネの評判もいろい
ろでね、飲みに行く時は店によっ
て、外したりかけたりしていたん
ですよ」仕事柄、メガネは必需品、
「もう体の一部みたいなもんです
ね」最近ではメガネを着替えるの
を楽しんでおられます。

阿侵部メガネ
神戸・大丸前壷( 0 7 8 ) 3 ３１－１１２３

、

ノ
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神戸まつりのトップを飾ったQ U E E N K O B E F E S T I V A L 宮崎辰雄市長より宝冠とトロフィーを贈られる１１カ国の代表、プリンセス神戸の発表も

Q ＵＥＥＮＫＯＢＥＦＥＳＴＩＶＡＬ ５月１８日午後６時、サンバのリズムで「クイーン神戸フェスティ
バル｣ の群が開いた。多彩なアトラクションの後、代表クイーンがス

代蓬制#１１邑ii差、蕊這鱒膳護鴛●コウベス ツ
屋安一

神戸まつりメインフニc スティバル 日午後アメリカ領事館前をスタート。来年開催のユニバーシアード
神戸まつり最大の見せ場、フラワーロードでのパレードが５月２０

おまつり行進フラワーロードで駕繊塞域三懲鯨鰹熱揃館ア
ュニバーシアドへ向けて愛猫ふりまくユニタンだんじりも登場しまつり気分一気に
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ｴ ﾄ ﾗ ﾝ ゼの
輪郭2ｇ
西村功

ワ
イ
フ
は
日
本

モデル／アンドレ・ブリューネフランス総領事( フランス）

今
日
、
ブ
リ
ュ
ー
ネ
領
事
は
昼
食
に
、
リ
ン
ゴ
半
個
と
ポ
ッ
ト
に
ミ
ル
ク
を
持
参
。
忙
し
い
時
は
コ
レ
、

と
決
め
て
お
ら
れ
る
。
「
週
に
３
日
は
ス
シ
を
食
べ
ま
す
ね
。
焼
魚
よ
り
生
魚
の
ほ
う
が
消
化
が
い
い
ん
で

す
且
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
は
な
い
け
れ
ど
、
食
へ
の
気
配
り
は
人
一
倍
、
さ
す
が
リ
ヨ
ン
っ
子
だ
。

訓
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
外
務
省
の
研
修
生
と
し
て
来
日
。
京
都
で
し
ば
ら
く
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た

後
、
東
京
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
加
年
間
勤
務
、
神
戸
の
領
事
館
で
は
６
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
間
各

地
に
日
仏
協
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
日
仏
間
の
交
流
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
。
「
日
本
の
コ
ト
を
色
々
と
知
る

る
の
に
忙
し
く
て
、
結
婚
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
…
」
。
い
え
、
領
事
は
日
本
と
結
婚
な
さ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ソ
ル
ポ
ン
ヌ
で
日
本
の
古
典
な
ど
を
学
ん
で
い
た
頃
か
ら
外
交
官
を
目
指
し
て
い
た
領
事
、
当
時
は
日

本
語
専
攻
の
学
生
は
３
人
だ
け
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
今
で
は
ロ
シ
ア
語
や
中
国
語
以
上
に
人
気
が

高
く
、
２
千
人
も
の
受
講
者
が
い
る
と
い
う
。
「
い
い
傾
向
で
す
よ
ネ
。
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
、
お
互
い
に
関

心
を
も
つ
っ
て
こ
と
は
」
・
単
な
る
肖
像
画
を
描
き
た
く
な
い
僕
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
下
さ
っ
た
の
か
、
領

事
は
始
終
、
緩
や
か
な
微
笑
み
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
。
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